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流れ（空気）の中で回転している物体（ボール）は、流れの方向に対して直角な力を受けて曲がる。 
 
回転の量が大きいほど、曲がりの量は大きくなる。 
 

マグヌス効果 Magnus effect：一様流中に置

かれた回転する円柱または球に、一様流に
対して垂直方向の力（揚力）がはたらく現象。 

ボールは曲がる 

圧力による力 大きい 

流れの速度が速い→ 圧力は小さくなる 

流れの速度が遅い→ 圧力は大きくなる 

圧力による力 小さい 

揚力 

マグヌス効果 

ベルヌーイの定理 

ボールは なぜ曲がる？ 



フロータ系の無回転ボールはなぜ、突然落ちるか？ 
ゆれるか？ 

（ナックルボール、サッカーボール、バレーボールなど） 

圧力高い 乱流＝圧力低い 引き戻される力 

低圧のうず領域 

2 

無回転バレーボールの変化 

ボールが落ちる仕組み 

はく離点の位置が動くために、ボール後方の渦は、左右交互に生じる。⇒ そのために、
ボールは、左右にゆれる。 

また、バレーボ―ルには縫い目があるので、はく離点が非対称になることが あり、この
ときボールは突然曲がります。 

圧力の低い側に引っ張られ、推進力を失い
失速して突然落ちる。 

流れのはく離点→前後に激しく移動する。 

なぜ  無回転ボールは、左右に  ゆれる？ ボールがゆれる仕組み 

はく離点が交互に移動するために、
引き戻される力が左右にはたらく。 左 

右 


